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部
活
動
成
績

部
活
動
成
績

　
「
有
徳
の
人
作
り
」〜
未
来
の
た
め
に
行
動

す
る
「
一
人
」
を
育
て
よ
う
〜
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

静
岡
大
学
名
誉
教
授
の
基
調
講
演
は
、大

河
ド
ラ
マ「
井
伊
直
虎｣

の
裏
話
を
交
え
な
が

ら
、戦
国
時
代
で
も
幼
少
期
の
教
育
は
重
視

　

｢

15
年
前
に
聴
き
た
か
っ
た…

｣

　
ヨ
コ
ミ
ネ
式
子
育
て
法
と
題
し
た
講

演
会
終
了
後
に
受
講
者
の
殆
ど
が
漏
ら

し
た
感
想
で
す
。

　

横
峯
吉
文
氏
が
経
営
さ
れ
る
保
育
園

で
は
、卒
園
ま
で
に
園
児
全
員
が
逆
立
ち

で
歩
き
、５
歳
児
で
漢
字
が
読
み
書
き
で

き
る
な
ど
、
子
ど
も
の
能
力
を
最
大
限

に
引
き
出
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
さ

れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、｢

凄
い
け
ど
、
今
さ

ら…
｣

正
直
そ
う
思
い
ま
し
た
。た
だ
、
幼
児

期
を
過
ぎ
て
か
ら
も
共
通
し
て
大
切
な
こ
と

は
、「
子
ど
も
を
自
立
さ
せ
る
こ
と｣

こ
の
言

葉
が
、私
の
心
に
響
き
ま
し
た
。　

ま
た
、｢

た

だ
褒
め
る
だ

け
で
は
子
ど

も
は
育
た
な

い
。成
功
体

●
講
義
が
始
ま
る
前
か
ら

と
て
も
楽
し
み
で
し
た

が
、
受
け
て
み
る
と
本

当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

●
た
だ
話
を
聞
く
だ
け
で

な
く
、自
分
た
ち
で
体
験

で
き
る
授
業
に
と
て
も

わ
く
わ
く
し
た
の
で
、
私

も
教
員
を
目
指
す
上
で

ど
ん
な
授
業
を
す
る
か

の
参
考
に
も
な
り
ま
し

た
。習
っ
た
こ
と
を
忘
れ

ず
、
自
分
か
ら
恐
れ
ず

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

●
今
回
の
講
義
を
通
し
て
、

私
の
看
護
師
の
イ
メ
ー

ジ
が
が
ら
っ
と
変
わ
り

ま
し
た
。将
来
、
患
者
さ

ん
に
優
し
く
寄
り
添
え

る
よ
う
な
看
護
師
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
私
は
Ａ
Ｓ
Ⅰ
で
水
産
業

の
養
殖
に
つ
い
て
調
べ

て
い
る
の
で
、今
後
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
も
し
建
築
士
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、災
害
の

時
に
過
ご
し
や
す
く
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
出
来
る

よ
う
な
避
難
場
所
を
つ

く
り
た
い
で
す
。今
回
学

ん
だ
こ
と
を
将
来
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

日時：平成29年 10月29日㈰
場所：上天草高等学校

日時　平成29年 8月24日㈭・25日㈮
会場　静岡県静岡市（エコパアリーナ）　　　

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
へ
の
意
識
を

高
め
る
機
会
と
し
て
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
８
月
２５
日
㈮
に
、各
地
の
大
学
か
ら
13
名
の
先
生
方
を
お
招

き
し
て
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

験
が
子
ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、
や
っ

た
！
と
い
う
気
持
ち
を
た
く
さ
ん
持
た
せ
る

事
で
、
頑
張
る
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ

う
に
な
る
。｣

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
分
を
振
り
返
り
、
果
た
し
て
で
き
て
い

る
か…

と
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。し
か

し
、
今
現
在
、
高
校
生
の
子
ど
も
を
持
つ
私

達
が
で
き
る
こ
と
は
、
子
ど
も
を
自
立
さ
せ

る
こ
と
。そ
れ
に
向
け
て
親
と
し
て
ど
う
接

す
る
べ
き

か
考
え

る
事
が

「
親
子
の

自
立｣

に

繋
が
る

の
で
は
な

い
か
と

思
い
ま

し
た
。

さ
れ
、武
士
の
子
ど
も
を
寺
に
集
め
、剣
術
や

言
葉
使
い
な
ど
を
指
導
し
、
後
の
寺
子
屋
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
。秀
吉
が
懐
で
わ
ら
じ
を
温

め
た
有
名
な
逸
話
は
嘘
だ
と
バ
ッ
サ
リ
否
定

す
る
な
ど
お
も
し
ろ
い
内
容
で
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
天
草
工
業
高
校
育
友
会
の

発
表
が
あ
り
、家
族
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

や
親
父
の
会
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
取
り

組
み
を
紹
介
。普
段
口
に
で
き
な
い
言
葉
を
、

カ
ー
ド
に
書
い
て
伝
え
、
カ
ー
ド
を
公
開
展

示
す
る
こ
と
で
周
囲
の
人
の
気
持
ち
を
知

り
、自
分
を
大
切
に
思
い
、命
を
守
る
こ
と
に

繋
が
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

助
言
者
の
話
で
心
に
残
っ
た
の
は
、
子
ど

も
の
精
神
育
成
は
、
幼
少
期
は
も
ち
ろ
ん
、

10
代
後
半
の
親
子
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
と
い
う
事
。親
に
反
発
し
、
会

話
も
少
な
く
な
る
時
期
で
す
が
、迷
い
、決
断

を
迫
ら
れ
る
時
は
親
を
求
め
て
き
ま
す
。

　

私
も
、
子
ど
も
が
嫌
が
る
か
も
し
れ
な
い

と
遠
慮
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
り

少
な
い
高
校
生
の
時
期
、
も
っ
と
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

横峯吉文氏

生
徒
の
感
想
の
一
部
を
紹
介

「マグロ養殖はトロ消費を支える救世主？！」
長崎大学水産学部
准教授　山本尚俊氏

「地域文化研究と文学研究」
熊本県立大学文学部
教授　鈴木元氏

「出川Ｅｎｇｌｉｓｈはヤバイ！」
熊本学園大学外国語学部
教授　米岡ジュリ氏

「赤ちゃんの心や感情を科学する」
九州ルーテル学院大学人文学部

准教授　久崎孝浩氏

「ビジネスと法律 株式会社の法律を知ろう」
下関市立大学経済学部
講師　久保佳納子氏

「賃金の経済学」
熊本学園大学経済学部
特任助教　米田耕士氏
「スポーツと脳のはなし」
熊本大学教育学部
准教授　坂本将基氏

「超高齢化社会に求められる看護職の役割」
九州看護福祉大学看護学部

教授　生野繁子氏

「応用微生物学とは　食と健康と環境のバイオテクノロジー」
熊本県立大学環境共生学部

教授　松崎弘美氏

「機械工学とロボット」
崇城大学工学部
准教授　森昭寿氏

「防災・減災と科学・工学」
九州大学芸術工学部
准教授　尾形義人氏

「超伝導でみえる量子の世界　低温での物理学」
熊本大学理学部
教授　市川聡夫氏

「絶滅したマンモスの復活の可能性」
鹿児島大学農学部
准教授　大久津昌治氏

全国大会のようす（福島県）

■
水
泳
部　

▼
平
成
29
年
度
熊
本
県
高
等
学
校

　
　

水
泳
選
手
権
新
人
戦
大
会

　
　
　

男
子　

5
0
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　

第
６
位　
２
年
６
組　

鍵
本　

堅
斗

　
　

1
0
0
Ｍ
平
泳
ぎ　

第
３
位

　
　

2
0
0
Ｍ
平
泳
ぎ　

第
２
位

　
　
　
１
年
１
組　

酒
井　

大
和

　
　
　
※
２
名
と
も
、九
州
大
会
出
場（
鹿
児
島
県
）

▼
平
成
29
年
度
全
九
州
高
等
学
校
選
手
権

　
　

新
人
水
泳
競
技
大
会

　
　
　

男
子　

1
0
0
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

第
６
位　
１
年
１
組　

酒
井　

大
和

■
陸
上
競
技
部

▼
第
35
回
全
九
州
高
等
学
校

　
　

新
人
陸
上
競
技
大
会
・
熊
本
県
予
選
大
会

　
　
　

女
子　
三
段
跳
び

　
　
　

第
３
位　
１
年
６
組　

内
﨑　

鈴
奈

　
　
　
※
九
州
大
会
出
場（
沖
縄
県
）

■
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
第
12
回
全
九
州
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
秋
季
大
会　

熊
本
県
予
選
会　

準
優
勝

　
　
　
※
九
州
大
会
出
場（
鹿
児
島
県
）

　

私
は
、高
校
か
ら
本
格
的
に
陸
上
を
始
め
た
の
で
、こ

の
よ
う
な
大
き
な
大
会
に
出
場
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
し
た
。大
会
を
終
え
て
、ま
ず
自
分
の
跳
躍
技
術
の

レ
ベ
ル
の
低
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。他
県
の
選
手
の
跳
躍

　
９
月
30
日
、
10
月
１
日
に
全
九
州
高
等
学
校
選
手

権
新
人
水
泳
競
技
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。５
月

に
怪
我
を
し
た
た
め
高
校
総
体
に
出
場
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
新
人
戦
で
は
良
い
結
果
を
残
そ
う
と
い
う
思
い

で
臨
み
ま
し
た
。結
果
は
、
２
種
目
と
も
自
己
ベ
ス
ト

で
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
で
は
６
位
入
賞
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
工
夫
し
て
練
習
す
る
こ
と
を

心
掛
け
、
も
っ
と
活
躍
で
き
る
選
手
に
な
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１･２年生対象に 13 講座を開講

▼
第
36
回
全
国
高
等
学
校

　
　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

　
　
　

熊
本
県
予
選
会　

準
優
勝

■
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

▼
第
47
回
九
州
高
校
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会
熊
本
県
予
選
会

　
　
　

第
５
位  

2
年
1
組 

伊
藤
光
生

　
　
　
　
　
　

  

2
年
4
組 

森
ま
り
も 

ペ
ア

　
　
　
※
九
州
大
会
出
場（
熊
本
県
）

■
吹
奏
楽
部

▼
第
62
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

熊
本
支
部
予
選　

金
賞

　
　
　

代
表
選
考
会　

優
秀
賞

▼
第
６
回
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

　
ソ
ロ
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門（
福
島
県
）

　
　
　

金
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
　
マ
リ
ン
バ　
２
年
３
組　

福
本　
　

柊

▼
第
30
回
熊
本
県
高
等
学
校

　
　
管
打
楽
器
独
奏
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
木
管
楽
器
部
門

　
　
　

金
賞　
２
年
３
組　

佐
佐
木
綾
音

　
　

金
管
楽
器
部
門

　
　
　

金
賞　
１
年
１
組　

野
島　

梨
杏

　
　
　

金
賞　
２
年
３
組　

本
多　

結
衣

　
　
　

金
賞　
２
年
４
組　
田
中　

紘
大

　
　

打
楽
器
部
門

　
　
　

金
賞　
２
年
３
組　

福
本　
　

柊

　
　
　
　
※
来
年
度
熊
本
県
総
文
祭
に
出
場

■
科
学
部

▼
第
68
回
熊
本
県
高
等
学
校
生
徒
理
科
研
究

　
　

発
表
会
地
学
部
門　

最
優
秀
賞

▼
第
61
回
日
本
学
生
科
学
賞

　
　

熊
本
県
審
査
委
員
会　

審
査
員
特
別
賞

　
　
『
珪
藻
・
花
粉
分
析
か
ら
天
草
の

　
　
　

海
水
準
変
動
と
古
環
境
を
探
る
』

　
　
　
２
年
３
組　

坂
本　

菜
子

　
　
　
２
年
４
組　

原
田　

悠
良

　
　
　
１
年
１
組　

山
下　

鮎
人

　
　
　
１
年
４
組　

古
田　

詩
乃

■
書
道
部

▼
第
53
回
熊
本
県
高
等
学
校
書
道
展

　
　

奨
励
賞　
１
年
４
組　

濱
田　

羽
菜

　
　

奨
励
賞　
１
年
５
組　

船
口　

悠
希

　
　

奨
励
賞　
１
年
６
組　

野
本
真
友
梨

■
美
術
部

▼
第
42
回
熊
本
県
高
等
学
校
美
術
展

　
　

熊
本
市
現
代
美
術
館
賞

　
　

作
品
名『
夕
焼
け
』

　
　
　
１
年
５
組　

加
藤　

聡
実

を
見
る
と
、ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ
て
勢
い
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
私
は
思
い
切
っ
た
跳
躍
が
で
き
ず
記
録
が
伸
び
ま

せ
ん
で
し
た
。今
大
会
は
反
省
点
ば
か
り
見
つ
か
り
悔

い
の
残
る
結
果
で
し
た
が
、
技
術
の
向
上
と
い
う
次
な

る
目
標
を
見
つ
け
ら
れ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
10
月
21
日
に
福
島
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会

の
ソ
ロ
部
門
に
マ
リ
ン
バ
で
出
場
し
ま
し
た
。　

全
国
の

高
校
生
と
競
う
の
は
不
安
で
し
た
が
、
自
分
の
演
奏
が

ど
こ
ま
で
通
用
す
る
の
か
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
番
で
は
、
今
ま
で
作
り
上
げ
て
き
た
音
楽
を
自
分
な

り
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
目
標
で
あ
っ
た
金
賞
を

受
賞
し
、
さ
ら
に
文
部
科
学
大
臣
賞
ま
で
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
は
、
審
査
員
か
ら
の
講
評
に

あ
っ
た
よ
う
に
技
術
面
や
表
現
力
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、
顧
問
で

あ
る
髙
林

先
生
を
初

め
お
世
話

に
な
っ
た

方
々
へ
の
感

謝
の
気
持

ち
を
忘
れ

ず
、
日
々
努

力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
４
月
に
進
学
し
た
息
子
。

な
か
な
か
帰
っ
て
来
ず
、電
話

も
た
ま
ー
に
。一
緒
に
過
ご
す

時
間
は
高
校
生
ま
で
だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
委
員
長　
宮
本　
諭

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

２
年
６
組

桐
原　

史
弥

陸
上
競
技
部

１
年
６
組

内
﨑　

鈴
奈

水
泳
部

１
年
１
組

酒
井　

大
和

監
査
委
員

（
３
年
保
護
者
）

有
江　

涼
子

副
会
長

（
２
年
保
護
者
）

田
中
由
美
子

吹
奏
楽
部

２
年
３
組

福
本　
　

柊

第 67 回 全国高等学校 PTA 連合会大会研修会報告
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11
月
に
鹿
児
島
県
で
行
わ
れ
た
九
州
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。結
果
は
、
沖
縄
県
第
一
代
表
の
読
谷
高
校
に
８

回
延
長
戦
で
２
対
３
の
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
で
し
た
。

　

今
回
の
大
会
を
終
え
て
感
じ
た
一
番
の
収
穫
は
、チ
ー

ム
ご
と
に
戦
い
方
や
雰
囲
気
に
特
徴
が
あ
り
、
ま
た
勝

ち
上
が
る
チ
ー
ム
は「
粘
り
強
さ
」や「
忍
耐
力
」を
備
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
球
技
は
一
球

で
勝
負
が
決
ま
る
の
で
、
そ
の
一
球
に
気
を
抜
か
な
い
集

中
力
を
こ
の
冬
養
い
、
春
に
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

題
字
：
２
年
６
組

　
　
浦
壁　
美
紅

題
字
：
２
年
５
組　
福
島
か
り
ん

題
字
：
２
年
２
組　
川
上　
　
舞

題
字
：
２
年
５
組　
片
山　
愛
唯

題字：2年 5組　福島かりん

題
字
：
２
年
２
組　
弓
削　
真
琴

題
字
：
２
年
５
組

　
　
福
島
か
り
ん


